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特
集 環

境
への
配
慮
は
荷
主
への
配
慮

ラ
イ
バ
ル
に
先
駆
け
た
切
り
替
え
で

新
た
な
商
機
を
つ
か
む
チ
ャ
ン
ス
も
！

作
家
た
ち
の
独
創
性
が

白
磁
の
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す
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デ
ィ
ー
ラ
ー
が
語
る

　
「
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は

　
　
　
　

も
っ
と
売
れ
て
い
い
」

　

わ
が
国
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
削
減
な
ど
環
境
対
策
を
進
め
る
う
え

で
、
国
内
物
流
の
柱
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
の

低
公
害
化
は
、
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
主
流
で
あ
る
軽
油
が
燃
料
の

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら
天
然
ガ
ス
車
へ
の
切

り
替
え
が
進
め
ば
、
有
害
物
質
（
Ｃ
Ｏ
２
、

黒
煙
、
Ｎ
Ｏ
ｘ
な
ど
）
を
含
む
排
気
ガ
ス

を
削
減
で
き
る
。

　

天
然
ガ
ス
車
に
は
、
天
然
ガ
ス
を

２
０
０
気
圧
で
圧
縮
し
た
気
体
の
形
で
搭

載
す
る
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
や
、
天
然
ガ
ス
を
約
マ

イ
ナ
ス
１
６
０
度
に
冷
却
し
た
液
体
の
形

で
搭
載
す
る
Ｌ
Ｎ
Ｇ
車
の
ほ
か
、
天
然
ガ

ス
を
合
金
に
吸
蔵
さ
せ
て
搭
載
す
る
Ａ
Ｎ

Ｇ
車
の
開
発
も
進
ん
で
い
る
が
、
日
本
で

販
売
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
改
良
に
よ
っ
て
デ
ィ
ー
ゼ

ル
車
の
排
気
ガ
ス
量
は
低
減
さ
れ
て
き
た

が
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
排
ガ
ス
量
と
の
開
き
は

大
き
く
、
と
く
に
黒
煙
に
関
し
て
は
Ｃ
Ｎ

Ｇ
車
の
“
ゼ
ロ
”
を
追
い
抜
く
可
能
性
は

な
い
（
図
１
）。

　

し
か
も
、
輸
入
頼
み
の
石
油
に
比
べ
、

国
内
で
の
調
達
に
も
期
待
が
高
ま
る
天
然

ガ
ス
の
供
給
は
長
期
的
な
安
定
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
も
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
活
用
は
望
ま
し
い

は
ず
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
の
実
績
を
見

て
み
る
と
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
販
売
台
数
は

４
万
２
５
９
０
台
（
２
０
１
２
年
）
と
横

ば
い
状
態
で
、
充
填
ス
タ
ン
ド
は
わ
ず
か

じ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す
ね
。
し
か

し
、
燃
費
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
性
や
車

両
と
し
て
の
馬
力
、
航
続
距
離
な
ど
に
関

し
て
は
、
古
い
情
報
に
よ
る
『
思
い
込
み
』

を
し
て
お
ら
れ
る
な
と
感
じ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
で
す
」
と
語
る
の
は
、
い
す
ゞ
自

動
車
近
畿
株
式
会
社
事
業
企
画
部
で
営
業

推
進
を
担
当
す
る
柳
本
真
人
氏
だ
。

　

い
す
ゞ
自
動
車
近
畿
は
、
近
畿
２
府
４

県
に
ト
ラ
ッ
ク
の
販
売
拠
点
や
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
を
抱
え
る
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ

り
、
１
９
９
７
年
ご
ろ
か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の

取
り
扱
い
を
始
め
た
。

 

「
当
時
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車 

と
し
て
製
造
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
の
シ
ャ
ー

シ
に
、
専
用
の
エ
ン
ジ
ン
や
天
然
ガ
ス

を
入
れ
る
タ
ン
ク
を
載
せ
直
し
た
も
の

で
、
法
律
的
に
は
改
造
車
と
い
う
扱
い
で

し
た
。
親
会
社
で
あ
る
い
す
ゞ
自
動
車
に

は
、
98
年
ご
ろ
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
専
用
の
製
造
ラ

イ
ン
が
出
来
ま
し
た
が
、
製
造
コ
ス
ト
は

『
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
＋
改
造
費
』
と
い
う
感

覚
で
、
両
者
の
販
売
価
格
に
は
数
百
万
円

の
開
き
が
あ
り
ま
し
た
」（
図
３
）。

　

そ
の
後
、
２
０
０
９
年
か
ら
の
「
ポ
ス

ト
新
長
期
規
制
※
１
」
な
ど
、
年
を
追
う
ご

と
に
厳
し
く
な
る
環
境
規
制
に
対
応
す
べ

く
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
は
排
気
ガ
ス

抑
制
の
設
備
な
ど
の
実
装
が
厚
く
な
り
、

そ
れ
が
販
売
価
格
を
じ
り
じ
り
と
押
し
上

げ
る
こ
と
に
。

 

「
車
種
や
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が
、
今

３
１
４
ヵ
所
と
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

（
図
２
）。
海
外
で
は
、
天
然
ガ
ス
仕
様

の
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
の
販
売
台
数
が

１
７
０
０
万
台
（
２
０
１
２
年
）
と
、
こ

の
６
年
で
約
３
倍
に
急
伸
し
て
お
り
、
国

際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
で
は

２
０
３
５
年
に
は
３
５
０
０
万
台
が
普
及

す
る
と
見
込
ん
で
い
る
状
況
を
鑑
み
る

と
、
一
種
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
状
態
に
陥
っ
て

い
る
と
言
え
そ
う
だ
。

 

「
率
直
に
言
っ
て
、
も
っ
と
売
れ
て
い
い

の
に
な
と
首
を
か
し
げ
て
い
る
ん
で
す
。

販
売
店
に
問
い
合
わ
せ
て
こ
ら
れ
た
事
業

主
さ
ん
の
お
話
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、

天
然
ガ
ス
の
充
填
ス
タ
ン
ド
の
数
が
少
な

い
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
不
安
を
感

いわゆる「シェールガス革命」 の潮流を受け、世界のガス供給量
が安定・増加し、中長期的にはガス燃料の価格も下がると予測され
ている。運輸業界では、コストの削減に対する期待も大きい。
これまで、天然ガス車の普及で海外に遅れをとっていた日本だが、
国、メーカー、ガス会社、荷主、それぞれが前向きな取り組みを始め、
新たな局面を迎えようとしている。

特 集 

環境への配慮は荷主への配慮
ライバルに先駆けた切り替えで
新たな商機をつかむチャンスも！

 出典：いすゞ自動車

NOx：
窒素酸化物

NMHC：
非メタン系炭化水素

PM：
粒子状物質・黒煙

ディーゼル
ポスト新長期
排出ガス規制値

70％低減 75％低減 100％低減

図 1：平成 22 年ディーゼル排出ガス規制値を 100％とした場合の比較

図 2：日本におけるＣＮＧ自動車の普及状況
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我が国では、ＣＮＧ自動車は 4 万台超の普及となっており、そのうち 2 万台超が
小型貨物とトラック。ガススタンドはピークから少し減少して 314 カ所。

天然ガス自動車と天然ガススタンドの普及推移（Ｈ 24 年 3 月末まで）

※ 1：日本国内で販売されるガソリン車およびディーゼル車に適用される自動車排出ガス規制。車種により 2009 年もしくは
　　　2010 年までの達成が義務づけられており、世界の中でも極めて厳しい対ディーゼル車の規制と言われている。
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で
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
販
売

価
格
の
差
は
約
30
万
円
（
小
型
車
の
場
合
）

に
ま
で
縮
ん
で
い
ま
す
。
運
輸
事
業
者
な

ら
補
助
金
（
表
１
）
が
支
給
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
支
払
い
価
格
は
拮
抗
し

ま
す
ね
」。

　

さ
ら
に
、
ガ
ス
会
社
か
ら
の
後
押
し
も

出
て
き
た
。
大
阪
ガ
ス
は
、
天
然
ガ
ス

自
動
車
を
対
象
と
し
た
平
成
25
年
度
限

定
の
Ｐ
Ｒ
制
度
を
実
施
。
年
度
内
に
初
度

登
録
・
納
車
さ
れ
、
主
に
利
用
す
る
天
然

ガ
ス
ス
タ
ン
ド
が
大
阪
ガ
ス
の
都
市
ガ
ス

供
給
エ
リ
ア
内
に
あ
る
こ
と
、「
Ｎ
Ｇ
Ｖ

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
な
ど
天
然
ガ
ス
自
動

車
で
あ
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
表
示
を
車
両

に
貼
付
す
る
こ
と
な
ど
諸
条
件
を
ク
リ
ア

す
れ
ば
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
つ
き

１
５
０
万
円
と
そ
の
他
車
両
１
台
に
つ
き

１
５
万
円
を
助
成
す
る
と
発
表
し
て
い

る
。

　

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
比
較
し
て
も
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
は
有
利
だ
。
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
は
自
動
車

重
量
税
や
自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
税
の

優
遇
措
置
が
あ
り
、
１
９
９
０
年
代
に
は

圧
倒
的
な
差
が
あ
っ
た
燃
費
に
関
し
て
も

大
幅
に
改
善
（
表
２
）。
今
後
の
天
然
ガ

ス
の
供
給
増
を
計
算
に
入
れ
れ
ば
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
で
も
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
互
角

だ
。

　

最
後
に
残
っ
た
課
題
は
、「
使
い
勝
手

の
良
し
悪
し
」
で
あ
る
。
給
油
ス
タ
ン

ド
の
数
は
、
前
述
の
通
り
、
天
然
ガ
ス

の
充
填
ス
タ
ン
ド
は
全
国
で
３
１
４
と

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
３
万
６
３
４
９

（
２
０
１
２
年
度
末
現
在
）
に
比
べ
て
極

端
に
少
な
く
、
設
置
エ
リ
ア
も
大
都
市
圏

に
限
ら
れ
て
い
る
。

 

「
大
事
な
荷
物
を
運
ん
で
い
る
間
に
、
燃

料
切
れ
に
な
っ
た
ら
困
る
」
と
い
う
の
が
、

事
業
主
の
最
後
に
し
て
最
大
の
不
安
と
い

う
わ
け
だ
。

「
ス
マ
ホ
」
を
愛
用
す
る
よ
う
に

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
使
い
こ
な
せ
れ
ば
…

　

し
か
し
、
使
い
勝
手
の
良
し
悪
し
が
論

じ
ら
れ
る
の
は
、
新
し
い
製
品
が
世
の
中

に
出
る
際
に
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
洗

礼
の
よ
う
な
も
の
。

　

た
と
え
ば
、
携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
切
り
替
え
た
と
き
に
、「
電
池

の
持
ち
が
悪
い
な
」、「
落
と
し
た
ら
大
変

だ
」
と
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
か
？　

だ
が
、
充
電
器
を
持
ち

歩
い
た
り
、
カ
バ
ー
を
付
け
た
り
と
工
夫

し
て
い
く
う
ち
に
、
不
便
だ
っ
た
道
具
が

い
つ
し
か
愛
用
品
に
変
わ
っ
て
い
く
か
ら

不
思
議
な
も
の
だ
。

 

「
ト
ラ
ッ
ク
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。
使

い
慣
れ
て
不
安
が
小
さ
く
な
れ
ば
、
便
利

さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
ま
す
よ

ね
。
実
際
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
使
い
こ
な
し
て

お
ら
れ
る
事
業
者
さ
ん
は
、
事
前
に
テ
ス

ト
走
行
を
す
る
な
ど
し
て
、
ど
う
す
れ

ば
デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
で
き
る
か
を
工
夫

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
本
格
導
入
す

る
こ
ろ
に
は
、
環
境
に
優
し
い
と
い
う
直

接
的
な
効
果
は
も
ち
ろ
ん
、
新
し
い
荷
主

を
獲
得
で
き
る
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
使
っ
て
い

る
会
社
で
あ
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
力
に
な

る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
ら
れ
る
、
と
い
う
わ
け
で
す
」。

　

デ
ィ
ー
ラ
ー
を
訪
れ
る
事
業
主
の
大
半

は
、「
荷
主
か
ら
の
要
望
」
を
き
っ
か
け

に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
。
ど
う
や
ら
、
企
業
の
社
会
的
責
任

の
中
核
と
し
て
環
境
対
策
が
位
置
づ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
時
代
の
流
れ

が
背
景
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

今
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
総
合
物

流
施
策
大
綱
（
２
０
１
３
～
１
７
）
で
、

荷
主
間
、
荷
主
と
物
流
事
業
者
間
の
連
携

強
化
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
社
会

の
要
請
に
応
え
よ
う
と
い
う
意
識
の
高
い

荷
主
の
中
に
は
物
流
事
業
者
を
選
ぶ
際
、

自
社
の
グ
リ
ー
ン
調
達
基
準
※
２
へ
の
適
合

を
取
引
条
件
と
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

た
。
荷
主
か
ら
信
頼
さ
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
た
め
に
、
環
境
を
経
営
に
取
り
入

れ
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
た

の
だ
。

　

国
内
で
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
導
入
が
進
ん
で
い

る
ジ
ャ
ン
ル
を
探
っ
て
み
る
と
、
給
食
セ

ン
タ
ー
へ
の
配
送
や
塵
芥
車
（
ゴ
ミ
収
集

車
）
な
ど
の
行
政
関
連
、
ま
た
、
C
N
G

車
は
エ
ン
ジ
ン
音
が
静
か
な
メ
リ
ッ
ト
を

活
か
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
い
っ
た
流
通
で

早
朝
・
深
夜
帯
の
配
送
が
多
い
ケ
ー
ス
、

臭
い
を
嫌
う
食
品
メ
ー
カ
ー
や
学
校
な
ど

子
ど
も
が
多
い
場
所
に
出
入
り
す
る
ケ
ー

ス
な
ど
が
目
立
つ
。
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
導
入
を
、

新
し
い
顧
客
の
開
拓
に
生
か
そ
う
と
考
え

て
い
る
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
営
業
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
決
め
る
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る

だ
ろ
う
。

国
や
メ
ー
カ
ー
も

Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
普
及
を
後
押
し

　

欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
に
比
べ
て
手
薄

だ
っ
た
国
の
施
策
も
、
少
し
ず
つ
光
が
見

え
て
き
た
。

　

環
境
省
所
管
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別

会
計
に
よ
る
事
業
で
は
、
東
京

−

大
阪
間

の
長
距
離
輸
送
で
Ｃ
Ｎ
Ｇ
ト
ラ
ッ
ク
の
利

用
拡
大
を
図
る
た
め
、
車
両
購
入
費
や
ス

タ
ン
ド
整
備
費
な
ど
の
一
部
を
２
０
１
３

年
度
予
算
で
補
助
す
る
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
は
「
物
流
関
係
予

算
概
算
要
求
概
要
（
平
成
26
年
度
）」
の

中
で
、
物
流
の
低
炭
素
化
促
進
事
業
に

１
２
５
億
万
円
を
組
み
込
ん
だ
。

　

一
方
の
民
間
で
は
、
今
年
６
月
に
開
催

さ
れ
た
「
天
然
ガ
ス
自
動
車
普
及
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
の
中
で
、
日
本
ガ
ス
協
会
普
及

推
進
委
員
長
の
村
木
茂
氏
が
、
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス
革
命
に
よ
り
、
２
０
１
７
年
以
降
の

Ｌ
Ｎ
Ｇ
（
液
化
天
然
ガ
ス
）
輸
入
価
格
（
図

４
）
が
、
現
行
よ
り
３
～
４
割
安
く
な
る

と
い
う
見
込
み
を
発
表
。
ま
た
、
日
本
ガ

ス
協
会
は
国
内
の
充
填
ス
タ
ン
ド
を
、
将

来
１
０
０
０
ヵ
所
に
す
る
計
画
を
示
し

た
。
併
せ
て
、
燃
料
を
収
め
る
ガ
ス
容
器

に
対
す
る
厳
し
い
法
規
制
に
緩
和
の
動
き

が
出
て
く
れ
ば
、
積
載
量
が
増
え
て
経
済

性
が
高
く
な
る
う
え
、
ガ
ス
欠
に
対
す
る

心
理
的
不
安
が
軽
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
い
す
ゞ
自
動
車
が
２
０
１
５
年

を
目
指
し
大
型
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
投
入
す
る
計

画
や
日
野
自
動
車
が
国
内
で
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車

生
産
に
向
け
て
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る

と
の
話
題
も
あ
り
、よ
う
や
く
、官
民
揃
っ

て
の
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
普
及
対
策
が
進
み
そ
う

だ
。

今
導
入
し
て
、
メ
リ
ッ
ト
が

見
込
め
る
事
業
者
の
条
件
は
？

　

と
は
い
え
、
受
託
配
送
の
旧
態
依
然
と

し
た
非
効
率
な
商
慣
行
に
苦
し
め
ら
れ
、

対象車両 ●CNGトラック

補助金額 補助要件

申請方法

●経年車の廃車を伴う新車導入の場合

●新車のみの導入の場合

●使用過程車の改造の場合

最大積載量 国土交通省 全ト協 兵ト協 計
（単位：円） ●環境対応車を年間3台以上導入

●協調補助が必要

平成 25 年 9月2日から平成 25 年 9月30 日まで

●本申請（交付予定枠の内定通知を受けたもの）
通常申請 → 交付の決定を受けてから登録

※今期交付予定枠の申請については、終了しました。

ＣＮＧトラック 最大積載量4トン未満 403,000 135,000 268,000 806,00
 最大積載量4トン以上 1,514,000 505,000 1,010,000 3,029,000

上記要件免除

●交付予定枠の申し込み期間

（平成 25 年11月1日から平成 25 年11月 29 日まで）

実績申請 → 登録をしてから交付の確定決定
（登録された日から30日を経過した日まで）

グリーン経営認証取得、Ｇマークの認定、ISO9001
又は ISO14001を取得している場合
経年車（10 年以上）の廃車を伴う場合

地方公共団体又はトラック協会との協調補助が必要

最大積載量 国土交通省 全ト協 兵ト協 計

ＣＮＧトラック 最大積載量4トン未満 268,000 135,000 133,000 536,000
 最大積載量4トン以上 1,009,000 505,000 504,000 2,018,000

最大積載量 国土交通省改造費 全ト協 兵ト協 計

使用過程車の 最大積載量4トン未満 806,000 268,000 100,000 100,000 468,000
ＣＮＧトラック改造 最大積載量4トン以上 3,029,000 1,009,000 100,000 100,000 1,209,000

※国交省補助の利用にあたっては、国交省補助対象車両である低公害車（天然ガス自動車及びハイブリッド自動車）を
平成２５年度中に３台以上導入する必要（３台要件）があります。なお、リースによる導入の場合には、この要件が緩
和されます。

※地方トラック協会の助成額は、全ト協に準じて行う場合の助成例とする。
※地方自治体の補助がある場合、地方トラック協会または、地方トラック協会と全日本トラック協会のそれぞれの助成額
から減額することができる。

※大型車等の定めのない車種の助成金交付額は、個別に判断する。

図 3：ＣＮＧ車の基本構造～車両
表 1：平成 25 年度 ＣＮＧ車購入を支援する制度（運送事業者の場合）

ＣＮＧ車の構造はガソリン車とほぼ同じ、異なるのは燃料供給系。

天然ガス自動車の燃料

天然ガス自動車の燃料となる天然ガス
は、気体のまま圧縮した状態でガス容器

（燃料タンク）に充填されています。こ
の天然ガス自動車の燃料のことを、圧
縮天然ガス＝ Compressed Natural 
Gas ＝ CNG と呼びます。

高圧ガス保安法の基準を満たした丈夫な容器を搭載するため、車両重量が増加する点ではディーゼル車に劣る。しかし、火花点火式のためエ
ンジン音はガソリン車に近く、アイドリング時も走行時も静かで市街地の深夜・早朝配送に最適。振動も少なくドライバーからの評価も高い。

低公害車普及促進対策補助金のほか、グリーン投資減税（対象：自動車税）、エコカー減税（対象：自動車重量税、自動車取得税）など、政府
によるトラック購入の支援策が充実しており、導入コストの負担はかなり軽減できる。

 出典：いすゞ自動車

※ 2：環境に配慮した活動を展開する企業から、環境負荷の低い原材料、部品を優先的に調達すること。
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高
騰
す
る
燃
料
費
に
よ
っ
て
経
営
が
圧
迫

さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
現
状
を
鑑

み
る
と
、
す
べ
て
の
事
業
者
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車

の
新
規
導
入
や
切
り
替
え
を
勧
め
ら
れ
る

も
の
で
は
な
い
。

　

し
か
し
、
運
送
の
ル
ー
ト
や
距
離
な
ど

が
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
特
性
に
合
っ
て
い
る
場

合
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら
の
切
り
替
え

が
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
り
、
し
か
も

他
社
と
の
差
別
化
策
に
も
な
り
得
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
。

　

前
出
の
柳
本
氏
は
、「
弊
社
で
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
も
扱
っ
て
お
り
ま
す
し
、
す
べ
て

の
お
客
様
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
お
す
す
め
す
る

つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
事
業
主
さ

ん
も
お
ら
れ
ま
す
」
と
言
う
。
で
は
、
運

送
事
業
者
が
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
向
き
か
を
否
か
を

判
断
す
る
に
は
、
ど
ん
な
点
を
チ
ェ
ッ
ク

す
れ
ば
い
い
の
か
？

 

「
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
に
合
う
条
件
の
第
一
は
、
充

填
ス
タ
ン
ド
の
多
い
都
心
部
で
の
運
送
が

多
く
、
比
較
的
短
い
距
離
の
運
送
を
し
て

い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
次
に
、
荷
主

か
ら
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
使
っ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
、
も
し
く
は
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
好

ん
で
使
い
そ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
新
規
参

入
を
検
討
し
て
い
て
、
導
入
に
か
か
る
投

資
を
経
営
計
画
の
一
環
と
捉
え
ら
れ
る
こ

と
。

　

最
後
に
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
の
デ
メ
リ
ッ
ト

に
対
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
が
な
い
こ
と
で

す
。
航
続
距
離
が
２
０
０
～
３
０
０
km
と
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
約
７
０
０
km
に
比
べ
て

短
い
の
は
事
実
で
す
（
表
３
）。
ま
た
、

燃
料
タ
ン
ク
（
使
用
期
限
15
年
）
に
対
す

る
２
年
ご
と
の
定
期
点
検
や
点
火
プ
ラ
グ

の
交
換
な
ど
、
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
固
有
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
必
要
。
慣
れ
て
し
ま
え
ば
気
に

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
負
担
に
感
じ

る
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
３
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
る
な
ら
、

先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
に
Ｃ
Ｎ
Ｇ
車
を
試

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」。

「
環
境
対
応
」
な
き
経
営
で
は

生
き
残
り
が
難
し
い
時
代
に

　

物
流
業
は
景
気
の
影
響
を
受
け
や
す
い

業
界
の
ひ
と
つ
。
好
況
時
は
需
要
に
応
じ

て
ト
ラ
ッ
ク
台
数
を
増
や
し
て
対
応
す
れ

ば
い
い
が
、
不
況
時
に
は
ト
ラ
ッ
ク
の
稼

働
率
が
落
ち
収
益
が
低
下
す
る
中
、
荷
主

に
ふ
る
い
を
か
け
ら
れ
る
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
環
境
対
応
」

と
い
う
看
板
を
武
器
に
荷
主
と
強
い
つ
な

が
り
を
持
ち
、「
選
ば
れ
る
存
在
」
を
目

指
す
こ
と
が
、
不
況
を
生
き
抜
く
近
道
な

の
で
あ
る
。

　

売
上
や
利
益
な
ど
数
字
に
直
結
し
に
く

い
環
境
対
応
へ
の
努
力
を
目
に
見
え
る
形

で
評
価
す
る
仕
組
み
を
整
え
よ
う
と
、
民

間
団
体
も
動
き
出
し
た
。

　

今
年
９
月
、
企
業
、
行
政
、
民
間
団

体
を
合
わ
せ
２
４
５
２
団
体
が
参
加
す

る
「
グ
リ
ー
ン
購
入
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、

荷
主
が
運
送
事
業
者
を
選
択
す
る
新
た
な

指
針
と
し
て
、
日
本
初
の
「
輸
配
送
（
貨

物
自
動
車
）
契
約
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
制

定
。
同
団
体
が
運
営
す
る
環
境
配
慮
型
商

品
検
索
総
合
サ
イ
ト
「
エ
コ
商
品
ね
っ
と
」

に
は
、
環
境
経
営
や
燃
費
情
報
な
ど
第
三

者
機
関
か
ら
評
価
を
受
け
た
貨
物
運
送
事

業
者
の
情
報
が
開
示
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
り
多
く
の
荷
主
が
、
こ
う
し
た
マ
ッ

チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
事
業
者
の
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
や
グ
リ
ー
ン
経
営
認

証
、
東
京
都
貨
物
輸
送
評
価
制
度
な
ど
の

情
報
を
閲
覧
し
、
環
境
負
荷
低
減
に
取
り

組
む
事
業
者
を
優
先
的
に
採
用
す
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
輸
配
送
に
お
け
る
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
輸
配
送
分
野
に
お
け
る
環
境
対

策
を
行
い
、
配
送
事
業
者
を
も
巻
き
込
ん

だ
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
Ｃ

Ｎ
Ｇ
車
の
導
入
は
、
さ
ら
に
高
く
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

事
業
者
に
と
っ
て
は
、
環
境
経
営
の
取

り
組
み
に
よ
る
社
内
へ
の
影
響
も
無
視
で

き
な
い
。
環
境
経
営
の
取
り
組
み
が
企
業

イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
従
業
員

の
誇
り
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
れ

ば
、
優
秀
な
人
材
を
獲
得
で
き
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

不
況
を
耐
え
抜
く
だ
け
で
な
く
、
来
る
べ

き
好
況
の
訪
れ
を
一
気
に
チ
ャ
ン
ス
に
変

え
る
た
め
に
も
、
中
長
期
的
視
野
を
持
っ

て
環
境
経
営
に
取
り
組
む
覚
悟
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。　

いす 自ゞ動車近畿（株）
事業企画部　営業推進担当
リーダー　柳本真人氏

ディーゼル車 ＣＮＧ車

燃料1単位あたりの走行距離 5.5km/ℓ ※1

燃料単価 130.2 円 /ℓ ※2

4.8km/m3 ※1

108 円 /m3 ※3

燃料コスト
30,000km÷5.5km/ℓ×130.2 円 /ℓ

※1：市内配送車の一例
※2：( 財 )日本エネルギー経済研究所石油情報センター調べ　大阪地区店頭価格　2013 年 7月1日版
※3：大阪ガス直営スタンドでの年間 5.5万m3 以上のユーザーの価格　2013 年 7月版

30,000km÷4.8km/m3×108 円 /m3

＝710,000 円 ＝675,000 円

ショートホイールベースの場合
●警告灯点灯（残圧 3MPa…満充填の 15％）まで 170km
●走 行 不 可（残圧 1ＭＰａ…満充填の 5％）まで
実際の航続距離：（37.2－1.86）×5.4＝190km

●警告灯点灯（残圧 3ＭＰａ）まで 275km
●走 行 不 可（残圧 1ＭＰａ）まで
実際の航続距離：（60－3）×5.4＝308km

93ℓ×2 本 ＝ 186ℓ（37.2m3）

ロングホイールベースの場合 150ℓ×2 本 ＝ 300ℓ（60m3）

25.00

20.00

15.00

10.00

5.00

0.00

140.00

120.00

100.00

80.00

60.00

40.00

20.00

0.00
２
０
０
４
年
４
月

２
０
０
４
年
１０
月

２
０
０
５
年
４
月

２
０
０
５
年
１０
月

２
０
０
６
年
４
月

２
０
０
６
年
１０
月

２
０
０
７
年
４
月

２
０
０
７
年
１０
月

２
０
０
８
年
４
月

２
０
０
８
年
１０
月

２
０
０
９
年
４
月

２
０
０
９
年
１０
月

２
０
１
０
年
４
月

２
０
１
０
年
１０
月

２
０
１
１
年
４
月

２
０
１
１
年
１０
月

２
０
１
２
年
４
月

（
ガ

ス
・

原
油

）
U

SD
/W

W
B 

tw

（
原

油
の

み
）

U
SD

/b

日本輸入ＬＮＧ
欧ロシア・独ＰＬガス
米ヘンリーハブ
日本輸入原油

各種ガス価格の推移（原油価格も熱量等価で表示）

アジア向け LNG価格の
引き下げ

表 2：小型トラック（年間走行距離 30,000km の場合）の一例

表 3：CNG 車の特徴

図 4：原油・天然ガス価格の動向
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良
質
な
陶
石
に
恵
ま
れ
た
町
に

　
伊
万
里
の
技
術
者
を
招
へ
い

　

豊
岡
市
出
石
の
「
出
石
焼
」
は
、
日
本

に
は
珍
し
い
白
磁
の
焼
き
物
で
、
伊
万
里

焼
（
佐
賀
県
）、
砥
部
焼
（
愛
媛
県
）
と
並

び
称
さ
れ
る
。
ま
る
で
雪
の
よ
う
に
透
明

感
の
あ
る
白
い
磁
肌
が
最
大
の
特
徴
で
、

そ
こ
に
浮
き
彫
り
や
透
か
し
彫
り
に
よ
っ

て
菊
の
花
な
ど
繊
細
な
模
様
を
施
す
の
が

代
表
的
な
意
匠
。
ま
た
、
茶
器
に
用
い
る

も
の
に
は
、
彫
刻
部
分
に
ロ
ウ
を
差
し
て

釉ゆ
う
や
く薬

（
陶
磁
器
の
表
面
を
お
お
っ
て
い
る

ガ
ラ
ス
質
の
部
分
）
が
か
か
ら
な
い
部
分

を
作
り
、
そ
こ
に
茶
渋
が
し
み
込
ん
で
色

づ
く
こ
と
で
、
景
色
が
浮
き
出
て
く
る
よ

う
細
工
す
る
な
ど
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
使

い
込
む
ほ
ど
に
味
わ
い
が
深
ま
る
こ
と
も

魅
力
の
ひ
と
つ
だ
。

　

出
石
焼
の
起
源
に
関
す
る
文
献
は
少
な

い
が
、
１
７
８
０
年
ご
ろ
に
出
石
の
柿
谷

や
谷
山
と
い
っ
た
地
域
で
白
磁
の
材
料
と

な
る
良
質
の
石
が
発
見
さ
れ
、
19
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
伊
万
里
の
職
人
を
招
い
て

石
の
加
工
や
製
陶
の
技
術
を
学
ん
だ
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治

維
新
に
か
け
て
職
を
失
っ
た
下
級
武
士
た

ち
に
と
っ
て
、
出
石
焼
の
器
を
作
っ
て
売

る
こ
と
が
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い
た
よ
う

だ
。

　

明
治
に
入
る
と
、
佐
賀
・
鍋
島
藩
窯
の

御
細
工
職
人
だ
っ
た
名
工
ら
を
指
導
者
に

招
き
、
士
族
の
子
弟
ら
に
白
磁
づ
く
り
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
盈
進
社
（
え
い
し

ん
し
ゃ
）
と
い
う
組
合
が
設
立
（
１
８
７
６

年
）
さ
れ
た
。
伊
万
里
の
原
料
に
も
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
柿
谷
陶
石
と
の
出
合
い
に

指
導
者
ら
は
喜
び
、
続
々
と
弟
子
を
育
て
、

出
石
焼
を
改
良
し
て
い
っ
た
。
盈
進
社
は

設
立
か
ら
わ
ず
か
10
年
足
ら
ず
の
う
ち
に

解
散
し
た
が
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
独

立
し
て
活
動
を
始
め
、
今
も
出
石
に
残
る

窯
元
へ
と
続
く
。

 

「
当
時
の
出
石
焼
は
、
今
か
ら
は
想
像
で

き
な
い
よ
う
な
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
な
も
の
が

主
流
で
し
た
。
明
治
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ

る
『
殖
産
興
業
』
の
時
代
で
す
か
ら
、
国

の
威
信
を
か
け
て
、
海
外
に
出
し
て
も
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
も
の
づ
く
り
を
志

し
た
の
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ
カ
で
開
催
さ

れ
た
万
博
で
は
、
高
い
評
価
を
得
た
よ
う

で
す
」
と
語
る
の
は
、
明
治
か
ら
四
代
続

く
窯
元
・
永
澤
兄
弟
製
陶
所
の
永
澤
仁
さ

ん
だ
。

　

永
澤
さ
ん
の
高
祖
父
に
当
た
る
初
代
永

澤
永
信
（
信
吉
）
氏
は
、
作
品
を
米
国
セ

ン
ト
ル
イ
ス
で
開
か
れ
た
万
博
に
出
品
。

見
事
に
金
賞
を
獲
得
し
た
技
巧
派
の
職
人

だ
っ
た
と
い
う
。

　

一
点
の
濁
り
も
許
さ
れ
な
い

　
白
磁
を
作
り
続
け
る
難
し
さ

　

海
外
か
ら
も
賞
賛
を
浴
び
る
出
石
焼
の

繊
細
な
美
し
さ
は
、
職
人
た
ち
に
と
っ
て

高
い
壁
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

 

「
白
磁
は
、
他
の
焼
き
物
に
比
べ
て
生
産

ロ
ス
が
多
い
ん
で
す
。
ほ
ん
の
少
し
で
も

鉄
分
が
混
じ
る
と
、
白
い
肌
に
黒
い
斑
点

が
浮
き
出
て
“
Ｂ
級
品
”
と
み
な
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。
当
時
は
今
に
比
べ

て
不
純
物
に
対
す
る
判
断
基
準
は
お
お
ら

か
だ
っ
た
と
想
像
し
ま
す
が
、
灰
を
か
ぶ

ら
な
い
よ
う
、“
さ
や
”
と
呼
ば
れ
る
器
に

入
れ
て
か
ら
窯
詰
め
す
る
な
ど
、
ひ
と
手

間
を
か
け
て
出
石
焼
の
特
徴
で
あ
る
白
さ

を
守
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
よ
り
白
く
焼
き
締
め
る
た
め

に
は
あ
る
程
度
の
高
温
に
か
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
の
窯
で

は
、
１
２
７
０
度
前
後
、
伊
万
里
焼
で

１
３
０
０
度
前
後
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
温
度
が
土
の
耐
火
温
度
を
超
え
て
し

ま
う
と
、
土
の
成
分
が
溶
け
始
め
、
形
に

ひ
ず
み
な
ど
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
出
て
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
釉
薬
に
よ
っ
て
色
が
美

し
く
出
る
適
温
が
微
妙
に
異
な
る
た
め
、

焼
成
温
度
の
調
整
は
よ
り
デ
リ
ケ
ー
ト
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
温
度
を
デ
ジ
タ
ル
管
理
で
き

る
電
気
窯
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、
当
時
は

登
り
窯
や
穴
窯
に
薪
を
く
べ
て
焼
い
て
い

た
わ
け
で
す
か
ら
、
火
力
調
節
は
と
て
も

難
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
炎
の
色
で

適
温
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す

る
、
テ
ス
ト
ピ
ー
ス
を
使
っ
て
火
の
入
り

具
合
を
確
か
め
る
、
と
い
っ
た
職
人
の
経

験
と
勘
が
、
今
以
上
に
必
要
だ
っ
た
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
」（
永
澤
さ
ん
）。

　

そ
の
後
、
出
石
焼
は
大
阪
や
神
戸
と

い
っ
た
都
市
部
に
売
り
に
出
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
第
二
代 

永
澤
永
山
（
富
）
氏
は
、

従
来
の
純
白
の
白
磁
に
加
え
て
、
染
付
け

や
上
絵
付
け
を
施
し
た
「
手
作
り
の
量
産

品
」
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
戦
後
に
な
る
と
、
徴
兵
で
職
人

を
失
っ
た
清
水
焼
（
京
都
）
に
代
わ
っ
て
、

出
石
焼
が
日
用
食
器
と
し
て
重
宝
が
ら
れ

た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
。
戦
禍
で
食
器

を
割
っ
た
り
な
く
し
た
り
し
た
家
庭
も
多

く
、
一
種
の
“
戦
争
特
需
”
が
出
て
き
た

の
だ
。「
当
時
は
、
30
人
近
い
職
人
を
抱
え

て
製
造
し
て
い
ま
し
た
。
出
石
の
窯
元
は
、

永澤兄弟製陶所では、成形、絵付け、窯詰め・窯焚きの作業を４名で分業して
いる。

出
石
焼
は
日
本
に
は
珍
し
い
白
磁
を
中
心
と
し
た
焼
き

物
で
、
透
明
感
の
あ
る
白
い
磁
肌
が
印
象
的
。

伝
統
的
な
彫
り
模
様
、
染
付
、
赤
絵
な
ど
を
施
し
た
製

品
に
加
え
、
最
近
で
は
、
造
形
や
釉
薬
の
使
い
方
な
ど

で
個
性
を
発
揮
す
る
陶
芸
作
家
ら
の
手
に
よ
る
作
品
も

続
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。

兵
庫
の
名
産
品
・
出
石
焼

作
家
た
ち
の
独
創
性
が

白
磁
の
新
た
な
魅
力
を
引
き
出
す
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ど
こ
も
活
気
づ
い
て
い
ま
し
た
」。

　

し
か
し
、
も
と
も
と
大
量
生
産
に
は
向

か
な
い
磁
器
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

後
の
生
産
量
は
少
し
ず
つ
減
少
。
現
在
、

出
石
に
残
る
窯
元
の
数
は
、
片
手
で
足
り

る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
出
石
焼
を
廃
れ
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
と
、
永
澤
兄
弟
製
陶
所
は
、
よ
り

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
出
石
焼
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
道
を
模
索
。
そ
し
て
、
窯

元
「
永
山
」
名
で
の
生
産
と
は
別
に
、
作

家
活
動
に
も
力
を
注
ぎ
、
出
石
焼
の
ブ
ラ

ン
ド
力
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

晩
年
に
日
展
の
審
査
委
員
を
務
め
る
な

ど
、
出
石
焼
の
知
名
度
向
上
に
尽
力
し
た

第
三
代 

永
澤
永
信
（
実
）
氏
の
意
思
を
継

ぎ
、
第
四
代
永
澤
永
信
（
昇
）
氏
も
作
家

活
動
に
力
を
入
れ
た
。
京
都
芸
大
で
富
本

憲
吉
や
近
藤
悠
三
と
い
っ
た
巨
匠
た
ち
に

薫
陶
を
受
け
、
出
石
白
磁
の
伝
統
を
継
ぎ

な
が
ら
も
、
緻
密
な
装
飾
や
独
特
の
フ
ォ

ル
ム
で
作
家
と
し
て
の
カ
ラ
ー
を
打
ち
出

し
、
日
展
特
選
、
現
代
工
芸
展
Ｎ
Ｈ
Ｋ
会

長
賞
な
ど
数
多
く
の
入
選
入
賞
を
果
た
し

て
き
た
。

　
伝
統
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く

　
出
石
の
技
を
ア
ー
ト
に
生
か
す

　

若
手
作
家
の
誕
生
を
、
出
石
の
町
を
あ

げ
て
応
援
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

１
９
９
４
年
に
開
催
さ
れ
た
「
但
馬
・

理
想
の
都
の
祭
典
」
で
、
全
国
で
唯
一
、

世
界
で
も
ス
イ
ス
と
２
ヵ
所
だ
け
と
い
う

磁
器
だ
け
の
公
募
展
「
出
石
磁
器
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
」
を
出
石
町
（
当
時
）
の
主
催

で
実
施
。
以
後
、
３
年
に
一
度
の
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
方
式
で
２
０
０
６
年
（
第
５
回
）

ま
で
続
け
ら
れ
た
。
明
治
の
こ
ろ
か
ら
海

外
で
高
い
評
価
を
集
め
て
い
た
出
石
焼
の

ふ
る
さ
と
で
開
催
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
回

を
追
う
ご
と
に
海
外
か
ら
の
出
品
が
増
え

る
な
ど
、
作
家
た
ち
の
間
で
は
一
定
の
反

響
を
呼
ぶ
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
を
遂
げ
た
。

 

「
残
念
な
が
ら
、
２
０
０
４
年
の
市
町
合

併
後
は
、
一
度
し
か
開
催
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
磁
器
芸
術
の

振
興
や
作
家
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に

は
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
、
祖
父

や
父
の
活
躍
ぶ
り
を
間

近
で
見
て
き
た
永
澤
さ

ん
は
、
出
石
焼
の
伝
統
に

敬
意
を
表
し
な
が
ら
も
、

そ
の
伝
統
に
縛
ら
れ
な

い
作
品
づ
く
り
に
挑
も

う
と
し
て
い
る
。

 
「
今
は
、電
話
１
本
、メ
ー

ル
１
通
で
、
い
ろ
い
ろ
な

地
域
の
土
が
手
に
入
る

時
代
で
す
。
出
石
で
採

れ
た
柿
谷
陶
石
と
佐
賀
・

伊
万
里
の
技
術
が
融
合

し
て
出
石
焼
が
生
ま
れ

た
よ
う
に
、
こ
の
出
石
の

町
で
培
っ
た
技
術
と
感

性
を
生
か
し
、
焼
き
物

を
作
っ
て
い
く
の
も
い

い
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
」。

　

い
ま
、
永
澤
さ
ん
が
取

り
組
ん
で
い
る
テ
ー
マ

は
「
器
」。「
器
が
大
き
い

人
、
と
い
う
表
現
が
あ
る

よ
う
に
、
単
な
る
入
れ
物

と
い
う
だ
け
で
な
い
意

味
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
も

器
、
店
も
器
、
地
球
も
器
で
す
。
た

と
え
ば
食
器
な
ら
、
食
卓
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
る

よ
う
な
も
の
を
焼
き
た
い
で
す
ね
」。

　

伝
統
の
白
磁
を
守
る
窯
あ
り
、
デ

ザ
イ
ン
性
を
高
め
た
器
に
挑
む
窯
あ

り
、
そ
し
て
独
創
性
を
発
揮
す
る
作

家
あ
り
と
、
出
石
焼
の
魅
力
は
多
彩

さ
を
増
し
て
い
る
。

工房に隣接する販売所には、純白の白磁に菊や桃などの絵柄をつけた食器や花器に交じり、染付けや上絵付けを施した近
代風のものも多くなっている。

第四代永澤永信を父に持つ陶芸作家
の永澤仁さんは 1971 年生まれ。
歴史ある窯元の一員として白磁の制
作に携わるだけでなく、個人作家と
してオリジナリティ溢れる作品づく
りにも取り組んでいる。

有限会社 永澤兄
けいてい

弟製陶所
兵庫県豊岡市出石町内町 92-1
電話 0796-52-2155

生田神社

JR神戸線
元町 三ノ宮

そごう
大阪明石

神戸女子大
大学院

有限会社 
永澤兄弟製陶所

出石川

出石城跡

482482

426426
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環境と物流を考えるフォーラム
平成２５年度

平成25年11月21日（木）

都市部における幹線道路においては二酸化窒素や浮遊粒子状物質等に係る環境基準の達成が重要な課題となっており、国や自
治体をはじめ物流を担うトラック運送業界においても様々な環境対策に取り組んでいます。
兵庫県トラック協会では、幹線沿道地域（国道４３号線）の物流環境対策の実現に向けて平成１６年度より継続的に調査研究を
実施し、その成果について、トラック協会会員はもとより広く市民への啓発を目的にフォーラムを開催して参りました。
本年度は、トラック事業者による環境負荷軽減の取り組み努力がわかる定量的な評価と、それを公表できる仕組みの構築に向
けた「事業者参加型エコプロジェクト」の経過報告（２年目の取組として、複数のトラック事業者のエコドライブ等実験結果報
告等）を行い、兵庫県トラック業界及び事業者の環境改善への取り組みの有効性を広く知っていただくことを目標にフォーラム
を開催します。
荷主企業やトラック運送業界等の皆様及び環境問題に関心をお持ちの市民の皆様を対象に下記の要領で開催致しますので、奮っ
てご参加頂きますようお願い致します。

13:30 ～日　時

問い合わせ

兵庫県トラック総合会館

社団法人兵庫県トラツク協会　業務部
ＴＥＬ　０７８－８８２－５５５６　　　ＦＡＸ　０７８－８８２－５５６５
〒657-0043　兵庫県神戸市灘区大石東町 2 丁目 4-27

阪神「新在家駅」から徒歩約１０分
※当日は、公共交通機関での来館をお待ちしています。

場　所

200名参加定員

プログラム

環境にやさしい物流に向けたパートナーシップ実現のために

参加費
無料

■ 開　場　（13：00）

■ 開　会　（13：30）

■ 主催者挨拶　福永  征秀 氏　社団法人 兵庫県トラック協会 会長　　

■ 基調講演 ＜講　師＞    砂川  玄任 氏　一般社団法人国際物流総合研究所　主席研究員　企画本部長
 ＜テーマ＞　 『トラック運送事業者が取り組む環境対策の重要性』 （仮題） 
■ 報　告 ＜講　師＞　 前嶋  光徳 氏　近畿運輸局自動車交通部貨物課長
 ＜テーマ＞　 『行政の取り組み・支援策等』（仮題）

■ 調査報告と取りまとめ
 ＜講　師＞　秋田  直也 氏   神戸大学大学院 海事科学研究科　講師　
 ＜テーマ＞　『事業者参加型エコプロジェクト本年度の実験結果報告』
■ パネルディスカッション
 ＜コーディネーター＞ 小谷  通泰 氏　神戸大学大学院　海事科学研究科　教授　
　 　 ＜パネリスト＞　 龍山  安雄 氏　都宝産業株式会社　代表取締役社長（予定）
   藤本  米造 氏　藤本運送株式会社　代表取締役社長（予定）
   溝口  昭夫 氏　日新自動車運送株式会社　代表取締役 （予定）
 ＜コメンテーター＞ 秋田  直也 氏　神戸大学大学院 海事科学研究科　講師
 ＜テーマ＞ 　『事業者参加型エコプロジェクトの取り組みについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－今年度の成果と今後の課題－』
■ 閉　会　（16：00）
　 閉会挨拶　阿部  竜矢 氏　近畿運輸局自動車交通部長　
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